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戸建て住宅
マンション

ベルギーでは１日当たり平均１５５件の
侵入盗被害が発生している。

出典：ベルギー連邦警察２０１６年



月曜日から金曜日 午前１０時から正午 及び 午後１時から午後４時
火曜日と木曜日 被害件数が増加
土曜日 午後１時から午後５時
日曜日 午後２時から午後７時
日の短い季節 被害件数が増加

侵入盗の発生時間（統計から）



対策：

侵入盗被害防止のための三原則：

望ましい行動
-扉や窓の戸締まりを徹底
-現に居住し在宅している風を装う（照明、ラジオの音声を流しておく、...)
-郵便受けに郵便物を残さない
-留守の場合も在宅を装う
- …



防犯機器の設置

-錠前、錠前への防犯カバー
-積層ガラス
-シャッター・鎧戸
-強化扉
-補助用錠前
- …



電子機器の活用

-警報システム
-監視カメラシステム



侵入盗防犯アドバイザーの訪問診断の要請 :

-無料で実施

-警察官と自治体(コミューン)職員で実施

-中立かつ客観的なアドバイスを実施

-契約（斡旋）はなし

-秘密は厳守



自動車

ベルギーでは１日当たり平均２５台の車が盗難
に遭い、１日当たり平均１５０件の車上ねらい
が発生している。

出典：ベルギー連邦警察２０１６年



自動車は、様々な理由から盗難の対象として狙われている：

- 他国への転売目的のため
- 地点Ａから地点Ｂへの移動手段として
- 部品或いは（登録関係）書類の入手を目的として
- 車両内に残された物品を目的として

自動車を盗難された場合：

- 警察への届出
- 保険請求の手続き
- 新しい自動車の購入
- ナンバープレートの新規登録費用
- 自動車を再び運転できるまで（自動車がない状態）の期間





対策：

車はガレージ内や安全な場所に駐車する。

車には施錠をし、施錠されたかよく確認する。

車内に物品（カメラ、携帯電話、自宅の鍵、ハンドバッグ、パソコン、…）を残さない。

自宅住所をカーナビに登録しない。

カーナビの設置台も取り外す（フロントガラスに付いた跡（吸盤など）に注意）。

ダッシュボード内の書類、鍵、ガレージ開閉用リモコンなどは持ち出す（車内に残さない）。

車両に関する情報を控えておく（車台番号、ナンバープレート、カーナビ等車載製品の製造番号、
車の写真）。

車内に予備の鍵、或いは、ガレージ開閉用リモコンを放置しない。



自転車

ベルギーでは１年間で３４，０００台の自転車
が盗難に遭っている。

出典：ベルギー連邦警察２０１６年



対策：

しっかりと施錠をし、以下の対策を実施すれば、自転車が盗難に遭うリスクを９０％以上低減でき
る。

1. 数分間駐輪する場合でも常に施錠する。
2. 駐輪するときは人通りの多い場所を選ぶ。
3. 固定物(自転車駐輪施設、支柱、格子…)に施錠する。
固定物(支柱等)は盗難防止装置(下記４参照)より頑丈なものでなければならない。何よりも自転車
の車体を固定するように施錠する。可能であれば前輪にも施錠する。

4. 盗難防止装置の活用
効果的な盗難防止器具を活用すれば泥棒の犯意をなくすことができる。Ｕ字型ロック(認定を受けた
もの)の使用を推奨。

5. 常に身近で管理する(たいていの場合、市中に駐輪用固定器具が設置されている)。
鍵付きワイヤー式ロックを使用する。
シリンダー錠の使用は避ける(合致する鍵がある(別の鍵で解錠できることがある))。



6. 地面に接地する、或いは、（堅い）縁の上に置くような状態で盗難防止器具を使用しない。
盗難防止器具が堅く平らな場所に置かれた状態であると、大きなハンマーで盗難防止器具を
破壊することが容易になる。雨水が器具の中に浸透するのを防ぎ、また泥棒の手が届きにくい
ようにするため、盗難防止器具の鍵穴は下を向くようにする。

7. 容易に取り外せる貴重な部品は放置しないようにする。
前輪やサドルが簡単に取り外せるタイプであれば、ナット固定式のものに交換する。
前照灯、バッグ、計器類、幼児用座席、…は取り外して携行するように努める。

8. 自転車の車体に防犯用刻印を施す。
9. しっかりしたチェーン錠や錠前で、地面や壁に固定された環状のものに自転車をつなぎ留める
ようにする。



すり

ベルギーでは１日当たり６４件前後のすり
被害が発生している。

出典：ベルギー連邦警察２０１６年



発生場所：

多くの人が集まる場所 (地下鉄、商業施設、市場、公共交通機関、空港、観光地…)

犯罪の手口：

-密着して取り囲む
-電車・バス等の公共交通機関では (停車時のブレーキ、発進時、乗車扉の開閉時
-注意をそらす
-染み・汚れ
-偽の私服警察官 (偽造した紙幣)
-指輪 (宗教行為)



対策：

-接触を拒む (染み・汚れ、道案内、人だかり)。
-公共交通機関の中では出入口扉の近くを避ける。
-公共交通機関が発進するとき、或いは、停車する（ブレーキがかかる）ときは要注意。
-身の回りのもの(貴重品)を目から離さない。
-バッグは体の前に。
-背負いのカバンは特に注意。
-気をそらされないように。
- …



ご静聴ありがとうございました。


